
　日本に住むわれわれは「湯水のごとく…」に代表さ
れるように、安全な飲料水は自由に手に入るものと考
えていますが、世界では汚染された水が原因で命を
落とす子どもたちの数は一日に３千人とも５千人とも
いわれています。これは年間にすると、100万人を超
える子どもたちが汚染された水によって死亡している
ことになります。この原因として、下水や汚染タンクが
備えられていないトイレから、井戸水や飲料水源が病
原菌に汚染されることに問題があるとされます。世界
にはきれいな飲み水が得られない人は８億人弱、十
分な衛生設備を利用できない人々は25億人いるとい
われています。この現実を目の前にして、井戸を掘る
ことや、雨水を保存する設備や、下水や汚水タンクを
完備したトイレ等の設備そのものを設置する奉仕が
ロータリアンに期待されていますが、同時に現地で手
洗い習慣の定着運動や設備の正しい整備・維持方法

を理解してもらう教育活動も重要となります。これら
のハードとソフトの双方がそろって初めて、安全な飲
み水が確保できるようになります。このような観点で、
RIでは“水と衛生”を６つの重点項目の一つに挙げて
います。
　当地区でも、複数のロータリークラブがアフリカや
その他の発展途上地域に井戸や上水道施設を設置し
たり、地区が南太平洋の孤島に雨水による上水設備
を寄贈したことなど、世界の恵まれない地域で水と衛
生環境改善のための国際奉仕を実施し、対象地域に
大きな貢献をしたことはまだ記憶に新しいところです。
　RIのHPによると、2011年に米国ウェストポートRC
のトニー・リッジオ会員は地元の青少年を引率して中
南米エクアドル中部の上水道のない地域を訪問し、
他の団体と協力して1.5㎞離れた水源地からパイプラ
インを引いて上水道を完成させました。これによって、
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村の女性たちは毎日の水くみから解放され、日常生活
の質が大幅に改善されたそうです。
　また、アフリカのガーナ西部にあるスンヤニのロー
タリアンとカナダのロータリアンが、ロータリー財団の
グローバル補助金を利用して、スンヤニの小学校にト
イレと手洗い場を、また地域の市場に公衆トイレを
作ったことが報じられています。市場には多くの人々
が集まりますが、それまではトイレがなく屋外で用を
足していたので、その結果、排泄物によって上水源が
汚染され赤痢や下痢や他の伝染病が流行っていまし
た。学校ではトイレと手洗い場を活用して衛生設備の
重要性を教育する一方、多くの人が集まる市場へのト
イレ設置が上水の汚染を防ぐことを可能とし、地域の
衛生環境が著しく改善したそうです。また、この地域
ではロータリーの支援によって水道施設も整備されて

おり、子どもたちが毎朝の水くみから解放されたことで、
遅刻しないで学校へ通えるようになりました。
　最近“水と衛生のロータリアン行動グループ
（WASRAG）”が活発に活動しており、毎年このテーマ
でのサミットを開催する他、世界中の発展途上の各地
域で設備の設置と衛生教育を積極的に進めており、
RIもその活動を支援しています。WASRAGの活動状
況や世界中のロータリアンへの啓発活動などは、RI
やWASRAGのHPに詳しく説明されていますので、ご
覧になってください。
　地区内のロータリアンの皆さまにも、ぜひ“水と衛
生”の重要性・緊急性をご理解いただいて、「奉仕の
理念」を実践する温かいGIFTになっていただくようお
願いいたします。
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　1月17日（日）～ 25日（月）、国際協議会に出席しま
した。家内と二人です。世界から約540地区のガバ
ナーエレクト、ならびに配偶者、そして、RI会長はじめ
役員、研修リーダーなど1000名を超える会合です。
会場は、アメリカ西海岸カリフォルニア州のサンディエ
ゴで開催されました。アメリカ国内有数のリゾート地
で、メキシコはすぐ近くになり、大変温暖な土地です。
　初日の開会本会議で、ラビンドランRI会長の歓迎
スピーチ「次世代のロータリーは、女性が50％の組織
にし、時代の変化に対応した組織にする」とアピール
がありました。
　二日目の本会議でジョンF. ジャーム会長エレクトよ
り次 年 度RIテーマ「人 類 に奉 仕 するロータリー」

（Rotary Serving Humanity）が発表されました。
　このテーマの発表が国際協議会の一番の目玉です。
地区内67クラブにこのテーマを伝え、RIの方針を紹
介するのが、ガバナーの務めになります。

　期間中には、10回の本会議、6回のアイデア交換
会（少人数のグループ討論会）、４回のロータリートー
ク、5回のワークショップとさまざまな会議と3回の晩
餐会が開催されました。晩餐会の1つは、恒例の「祭
りの夕べ」と称して、各国の踊りの披露があります。日
本は毎年のようですが、夫人全員がゆかた姿で踊りま
す。今年は、「花笠音頭」でした。ご夫人たちはこの日
のためにGETSでの練習を重ね、中には、和服の着付
けができるよう準備して臨まれた方もいらしたとか。
会議も男性陣同様にこなし、お疲れになったことで
しょう。頭が下が
ります。
　本 会 議 で は、
数々のスマートな
スピーチを聞きま
した。中でも、感
動的だったのは

国際ロータリー第 2690 地区　地区ガバナーエレクト

庄司 尚史 （境港ロータリークラブ）

　次年度地区補助金小委員会委員長を務めます境港
RCの小林 哲と申します。今後ともよろしくお願いい
たします。
　さて、次年度地区補助金申請にあたってのお願い
を申し述べます。言うまでもなく地区補助金の原資は
３年前、皆さんからいただいた財団年次基金の半額
が地区に戻されてくるものです。この貴重な財源を有
効に活用するために地区補助金の申請には多くの条
件が課されています。このことをよくご理解いただき
積極的にプロジェクトを組み、多くのクラブに申請を
いただきたいと思います。申請に当たってはいろいろ
な規則があるのですが、主なものを挙げるとロータ
リー財団（以下財団）の使命に関連していること、ロー
タリアンが積極的に参加すること、RIおよび財団に補
助金支給以外の責任を負わせないこと、承認前に経
費が発生しないこと等が財団のルールとしてあります。
また、地区の申し合わせとして１クラブ１プロジェクト

（複数クラブでの共同申請も可）、地区内で実施するも
ので１プロジェクトの補助金は10万円以上50万円
以下、自己資金が補助金の同額以上、ロータリアンが
積極的に関与し汗を流す（単に物品を購入して寄贈す
るだけでは不可）などがあります。
　財務処理上のお願いですがプロジェクトを実施する

場合、すべての資金は一つの口座で管理してください。
また、使用する口座は決済用普通預金口座としていた
だきたいと思います。通常の普通預金口座では数円
の金利が発生しこれを処理する必要が生じます。普
通預金口座で無金利の特約を付けて決済用口座にす
れば、この処理が不要になり財務報告がすっきりとし
ます。現在お持ちの口座を転換することも可能ですの
で、決済用口座の利用をお願いいたします。この口
座に補助金と自己資金をすべて入金し、すべての支
払いをこの口座から振り込み等で決済していただける
ととてもわかりやすい財務報告が可能となります。
　地域のニーズを的確に捉え有意義なプロジェクトを
実施して広報することは、新規会員獲得や会員の退
会防止に極めて有用であると考えられます。ぜひ多く
のクラブの
申請をお待
ちしており
ます。

両足が先天的にない美人曲芸師の女性の講演でした。
後に実演をし、われわれを驚かせ、彼女は『不可能な
ことはない』と訴えました。会場の全員に勇気を与え
てくれました。
　さまざまな出会いがありました。日本のロータリー
関係では、元RI会長　田中作次氏、元RI理事　小沢
一彦氏、同じく北 清治氏、次期RI理事　斉藤直美氏。
そして元RI理事　渡辺好政PDGには大変お世話にな
りました。研修リーダーの足立功一、岡部泰鑑、櫻井
権司３名のPDG、SAAの三木　明PDGは、われわれ
より早く現地入りされ、準備されています。ご指導に
感謝です。

　われわれ同期のエレクト34名の大変良い交流の機
会になりました。情報交換は、今後役に立ちそうです。
お互い協力してガバナー年度を有意義な一年にした
いものです。

次年度地区補助金申請に際してのお願い
地区補助金小委員会副委員長

小林　哲

国際協議会に出席して
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本は毎年のようですが、夫人全員がゆかた姿で踊りま
す。今年は、「花笠音頭」でした。ご夫人たちはこの日
のためにGETSでの練習を重ね、中には、和服の着付
けができるよう準備して臨まれた方もいらしたとか。
会議も男性陣同様にこなし、お疲れになったことで
しょう。頭が下が
ります。
　本 会 議 で は、
数々のスマートな
スピーチを聞きま
した。中でも、感
動的だったのは

国際ロータリー第 2690 地区　地区ガバナーエレクト

庄司 尚史 （境港ロータリークラブ）

　次年度地区補助金小委員会委員長を務めます境港
RCの小林 哲と申します。今後ともよろしくお願いい
たします。
　さて、次年度地区補助金申請にあたってのお願い
を申し述べます。言うまでもなく地区補助金の原資は
３年前、皆さんからいただいた財団年次基金の半額
が地区に戻されてくるものです。この貴重な財源を有
効に活用するために地区補助金の申請には多くの条
件が課されています。このことをよくご理解いただき
積極的にプロジェクトを組み、多くのクラブに申請を
いただきたいと思います。申請に当たってはいろいろ
な規則があるのですが、主なものを挙げるとロータ
リー財団（以下財団）の使命に関連していること、ロー
タリアンが積極的に参加すること、RIおよび財団に補
助金支給以外の責任を負わせないこと、承認前に経
費が発生しないこと等が財団のルールとしてあります。
また、地区の申し合わせとして１クラブ１プロジェクト

（複数クラブでの共同申請も可）、地区内で実施するも
ので１プロジェクトの補助金は10万円以上50万円
以下、自己資金が補助金の同額以上、ロータリアンが
積極的に関与し汗を流す（単に物品を購入して寄贈す
るだけでは不可）などがあります。
　財務処理上のお願いですがプロジェクトを実施する

場合、すべての資金は一つの口座で管理してください。
また、使用する口座は決済用普通預金口座としていた
だきたいと思います。通常の普通預金口座では数円
の金利が発生しこれを処理する必要が生じます。普
通預金口座で無金利の特約を付けて決済用口座にす
れば、この処理が不要になり財務報告がすっきりとし
ます。現在お持ちの口座を転換することも可能ですの
で、決済用口座の利用をお願いいたします。この口
座に補助金と自己資金をすべて入金し、すべての支
払いをこの口座から振り込み等で決済していただける
ととてもわかりやすい財務報告が可能となります。
　地域のニーズを的確に捉え有意義なプロジェクトを
実施して広報することは、新規会員獲得や会員の退
会防止に極めて有用であると考えられます。ぜひ多く
のクラブの
申請をお待
ちしており
ます。

両足が先天的にない美人曲芸師の女性の講演でした。
後に実演をし、われわれを驚かせ、彼女は『不可能な
ことはない』と訴えました。会場の全員に勇気を与え
てくれました。
　さまざまな出会いがありました。日本のロータリー
関係では、元RI会長　田中作次氏、元RI理事　小沢
一彦氏、同じく北 清治氏、次期RI理事　斉藤直美氏。
そして元RI理事　渡辺好政PDGには大変お世話にな
りました。研修リーダーの足立功一、岡部泰鑑、櫻井
権司３名のPDG、SAAの三木　明PDGは、われわれ
より早く現地入りされ、準備されています。ご指導に
感謝です。

　われわれ同期のエレクト34名の大変良い交流の機
会になりました。情報交換は、今後役に立ちそうです。
お互い協力してガバナー年度を有意義な一年にした
いものです。

次年度地区補助金申請に際してのお願い
地区補助金小委員会副委員長

小林　哲

国際協議会に出席して
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世界ローターアクト週間に寄せて
地区ローターアクト委員会委員長

國富 郷太郎

　ローターアクトクラブ（以下RAC）が世界で初めて設
立された3月13日を世界ローターアクトの日と定め、
3月13日を含む1週間（今年度は7日～13日）が世
界ローターアクト週間に指定されています。
　第2690地区は、67ロータリークラブの内約1割の
クラブが提唱する７RACが活動を行っています。反
面RACの数はピーク時の半分になり、会員数も3分の
1以下に減少して各RACの会員不足が最大の悩みと
なっていますが、それでも地区内の奉仕活動はもとよ
り他地区との交流会や研修会へ活発に参加して大活
躍中です。

　RAC未提唱のロータリークラブの皆さまには、RAC
がどのような活動をしているか知っていただくために
も、ぜひお近くのRACの奉仕活動に参加してみてい
ただきたいと思います。
　なお、国際ロータリーでは新しい特別月間として５
月を青少年奉仕月間に変更しましたが、この5月には
倉敷南RACの熊本地区代表の元で地区大会が開催さ
れます。この際にも彼ら18歳から30歳までの若い力
にぜひ触れてみてください。
　地区ロータリーの皆さま方により一層のRACへのご
理解とご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　2016学年度　第2690地区米山記念奨学生採用
枠数19名に対して38名を募集したところ、28名の
応募がありました。
　2016年1月16日（土）、午後7時より岡山国際交
流センターにて第2690地区米山記念奨学委員会お
よび地区役員の方々 12名に対して面接選考委員オリ
エンテーションを開催し、面接官が注意しておかなけ
ればならない個人情報の扱いや質問内容にセクハラ
や政治情勢など禁止事項の確認や面接進行を決めて
おく必要があるため、毎年行われています。
　翌1月17日（日）、岡山国際交流センターにて午
前・午後と２回に分けて行い、午前の部は、9時30
分から12時30分まで主に岡山県所在の大学、高等
専門学校の学生13名、午後の部は、13時30分から
16時30分まで鳥取県、島根県所在の大学生15名の
面接選考を行いました。面接選考は、受験生に対し
て個人面接10分、グループディスカッション45分を
行います。面接会場を2会場用意し、面接官は2班
に分かれて面接、公平性を保つためグループディス
カッションは、面接官が会場を換えて学生たちの評価
を行いました。採点は、書類選考+個人面接+グルー

プディスカッション評価の合計点で採用を決定します。
しかし、国籍の偏りを調整する必要もあり、地区裁量
枠を加味して採点を行いました。以下に採用結果を
お知らせします。
　岡山大学：7名　岡山理科大学：1名
　倉敷芸術大学：1名　津山工業高等専門学校：1名
　鳥取大学：3名　島根大学：3名
　島根県立大学：3名
　このたびの面接選考会において佐藤地区ガバナー
はじめ地区役員の方々、地区ガバナー事務所、岡山
南RCメンバーの方々には本当にお世話になりありが
とうございました。これから世話クラブ、カウンセラー
の選定を行ってまいりますので、よろしくお願い申し
上げます。

2016学年度 米山奨学生選考会報告
地区米山記念奨学委員会委員長

安井 英規
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新会員のご紹介
地 区 だ より【2016年❶月】

ポール・ハリス・フェロー

岸本泰子
備前RC

1

髙木光俊
備前RC

藤本久行
備前RC

1

伊勢﨑　淳
備前RC

3

亀田　泰
備前RC

2

2

中柄尅勲
備前RC

3

草加勝康
備前RC

1

亀川周明
備前RC

3

藤井秀昭
総社RC

1

松本　眞
米子RC

2

長谷川雅三
岡山西南RC

福島孝彦
岡山西南RC

宇佐美英司
岡山旭川RC

中田　亨
岡山旭川RC

2 3 6 3

角南義文
岡山西南RC

佐藤能之
岡山西南RC

桑原　洋
岡山西南RC

5 10 11

油谷直幸
岡山西南RC

田中英樹
岡山西南RC

1 8

小巻　泰
米子RC

1

川口雅之
玉野RC

森本剛仁
岡山北西RC

河村定彦
岡山北西RC

糸賀　巧
大社RC

小野隆久
玉野RC

藤田康孝
倉敷東RC

松下知美
児島RC

錦織和雄
大社RC

羽尾　務
倉敷南RC

小林裕明
岡山RC

平田阜士
米子RC

小板勇次
境港RC

谷田真基
境港RC

笠田直樹
倉吉東RC

安達精治
井原RC

宮原義之
鳥取RC

吉村孝博
米子RC

宇田川俊宏
米子東RC

松本えり
米子南RC

小豆澤貴洋
出雲RC

田中貴之
米子南RC

長谷川純一
米子RC

田中幸雄
境港RC

2 1

ロータリー財団への寄付

増谷立夫
境港RC

坂本　治
鳥取中央RC

中尾修治郎
鳥取中央RC

1 1 2

ポール・ハリス・フェロー

松本雄次
境港RC

2

岡空晴夫
境港RC

2

藤川昭夫
鳥取RC

永東康文
米子RC

ベネファクター

日時：2015年12月13日（日）15：15～16：45
会場：米子全日空ホテル　琥珀鳥の間

第３回諮問委員会報告
〈協議事項〉
①DDFよりポリオプラスへの寄贈と世界平和フェローシップへの寄贈について 7 万ドル、5 万ドルの寄贈とす
ることで決定された。②地区青少年交換留学生の人数について、試験結果をふまえ本年度 4 名の採用となった。
〈報告事項〉
１．地区ガバナー事務所より報告

①2016 年 4 月規定審議会（シカゴ開催）での伊藤文利パストガバナーの SAA 就任の報告
②地区世界社会奉仕事業（ネパール支援活動）について、松本直前ガバナーより現地訪問報告
③2016 年ソウル国際大会登録について、当地区にてまとめて 500 名の登録を 12 月 10 日に完了
④行事予定について　⑤岡空次期地区代表幹事藍綬褒章受章の報告　⑥森本パストガバナーよりロー
タリー研究会報告。・隠岐西郷 R C 表彰（カード増強）・試験的にクラブ毎にダイナーズカードを作って経
費処理をする計画

２．地区ロータリー財団事務所より報告　　　　　　３．庄司尚史 地区ガバナーエレクト事務所より報告
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深井豊久
岡山後楽園RC

3

丸山夏樹
岡山後楽園RC

3

芝田堅志
岡山後楽園RC

2

鳥越貞成
岡山後楽園RC

1

米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

小仁井堅一
岡山城RC

真邉和美
岡山南RC

永東康文
米子RC

早原弘之
米子RC

4 2

岡田　端
境港RC

3 6 2

ク ラ ブ 普 通 寄 付
倉吉中央RC、倉吉東RC、鳥取RC、鳥取中央RC、鳥取西RC、境港RC、松江RC、松江東RC、松江南RC、平田RC、出雲RC、大社RC、江津RC、
浜田RC、井原RC、笠岡RC、笠岡東RC、児島RC、児島東RC、倉敷RC、倉敷中央RC、倉敷南RC、倉敷水島RC、倉敷瀬戸内RC、美作RC、
津山中央RC、津山西RC、赤磐RC、備前RC、岡山RC、岡山東RC、岡山北西RC、岡山後楽園RC、岡山北RC、岡山南RC、玉野RC、牛窓RC、
岡山備南RC、岡山城RC、岡山岡南RC、岡山丸の内RC、岡山西RC、岡山西南RC

ク ラ ブ 特 別 寄 付
102,500 円（新会員寄付）出雲RC

特別寄付をいただいた方々
足立統一郎、藤瀬秀親、福嶋法爾、浜田一哉、浜田貴稔、北國惠久、細田淑人、堀田　收、市場和志、井田征二郎、
門永武志、門脇武志、柏木晴夫、川端　広、川田一郎、木村正明、小林　哲、小板勇次、小徳賢司、九重雅彦、黒田　耕、
前根伸彦、真野直行、増谷立夫、松井尚成、松本勝志、松本　正、松本雄次、三輪昌輝、村山尚史、中田耕治、岡空晴夫、
酒井　英、酒井博淳、坂本靖夫、瀬戸良三、庄司尚史、田淵英志、田口孝志、高浪秀紀、田中幸雄、谷田真基、内田幸二、
渡邉将利、渡辺　昇、渡邉俊裕、八木橋柳一、山﨑康史
児島正和
赤畠　健、赤木　匠、秋定　健、秋山義信、土井基之、藤本隆志、福光富則、福島正春、池上　孝、居森正而、川本平山、
小坂和也、小山幹雄、國貞繁樹、松井浩明、宮﨑雅史、中村淳一、中村善一、岡本営松、大角雄三、大手悟郎、大塚康吉、
末光　茂、髙原弘海、高山雅之、田邊敬三、谷本光音、内山満義、内海睦雄、吉田啓一、由良眞言、古和　聡
赤田明美、濵田誠二、猪木健二、金田栄三、桝谷公登、三宅雅宣、豊田栄治、吉井良治

境港RC

岡山東RC
岡山後楽園RC

岡山岡南RC

ク ラ ブ 年 次 寄 付
1,777.00 ドル
1,166.67 ドル

225.00 ドル
220.00 ドル

（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）
（その他）
（ミリオンダラーミール）

鳥取RC
境港RC
平田RC
笠岡RC

190.00 ドル
54.00 ドル

950.00 ドル

（ミリオンダラーミール）
（クラブ特別寄付）
（財団 BOX）

笠岡東RC
倉敷南RC
倉敷瀬戸内RC

年次寄付にご寄付いただいた方々
山崎一彰
油野利博、芦谷　茂、安住庸雄、馬場　進、藤川昭夫、藤縄匡伸、福嶋登美子、船本源司、英　義人、星見清晴、池内勝彦、
今井陸男、石谷暢男、城　健一郎、甲斐英則、金坂弘一、木俣信行、岸本信一、小原隆三、幸田伸一、久保真人、倉下光明、
松本宏思、松浦　広、宮原義之、中村碩男、西谷佳和、西田良平、野口稔浩、荻原誉康、大村匡由、尾﨑　繁、嶋田耕一、
四宮佑一、塩　宏、杉山長毅、住川英明、小田橋昭仁、高橋哲夫、木下裕之、竹内ひとみ、谷口譲二、谷口麻有子、
谷本光正、豐島良太、高須幸敏、植木壽一、若本憲治、山岸晃浩、山岸正明、山本康雄、米原正明、吉田友和、小谷文夫、
中谷浩輔、土江征典、矢野弘之
安陪幸伸、荒田潤之介、藤田泰央、浜田重喜、平田奏一郎、影井喜代次、亀井　長、川居　亘、岸野　優、駒井重忠、
熊田一隆、真嶋　茂、増田朋和、松下光昭、道田章仁、森原　強、森本雅義、森下和人、村上泰亮、中川琢三、西垣藤雄、
西垣佳則、小椋智好、大佐古弘之、佐々木知啓、田中　清、谷岡　浩、植田史郎、宇野次典、若松道明、山本哲己、
山根　勝、横山秀樹、吉田　修
福嶋法爾、北國惠久、堀田　收、柏木晴夫、川田一郎、小林　哲、黒田　耕、松井尚成、松本　正、三輪昌輝、中田耕治、
酒井　英、酒井博淳、庄司尚史、田淵英志、内田幸二、細田淑人、市場和志、門永武志、渡辺将利、渡辺　昇、渡辺俊裕、
山﨑康史
井上雄介、永島清孝、杉本真吾、梅田整一
福間邦夫、石田晴吾、岩永邦夫、岩成健治、金山冶正、川上好之、北島清秀、北島建孝、小池隆男、 洪　淳永、前島健二、
室家隆一、中島孝晃、中島雄三、西尾　崇、小田川博俊、千家尊祐、曽田利広、手銭正之、手銭盛隆、上野良亮、山崎茂樹、
吉田博晴、吉川良一、岩石秀一、加藤幹夫、小池　浩、森山信雄、小川美樹、和田晶夫、渡部卓史、山根俊二、渡部　稔、
川角直人、竹並一人、草谷ちあき、小田基明、春日英寿、廣澤　努、鶴見純平、石部厚夫、野村広子、林　孝宣、松浦克美、
山崎充史、大隅正弘、田邊達也、石田　健、木村健治、高橋　豊、小村淳浩、成相智久、山本成二、錦織和雄、糸賀　巧
安達精治
西井保行
相田俊夫、秋宗幸博、秋岡秀典、秋田修一、秋山進彦、新井達潤、浅野泰司、藤木敏嗣、藤原　鎮、藤原威信、深田一弘、
布川　清、原　浩之、原　武治、原　由憲、原田一行、長谷川　修、橋本　譲、平木章夫、平松晃弘、堀　裕文、
星島和一郎、伊木勝道、井上正義、井上峰一、岩井　清、梶川義海、垣内敏彦、鴨井尚志、鴨井恒夫、河本茂樹、剱持　一、
木村世紀、木下広志、木谷臣往、小林清彦、國安重夫、櫛田修平、櫛　整、正吉豊久、松本勝治郎、三櫛博史、三宅正櫛、
森　正博、森田昭一郎、室山泰一、虫明　優、長原敏明、長山滋生、中村英明、中村公彦、中藤歳浩、中山雅司、楢村　徹、
西岡眷心、小笠原敬三、小野正晃、大賀弘章、大濱宏一、大原あかね、大原謙一郎、大橋紀寛、大久保憲作、大野彰夫、
岡裕二郎、岡田卓也、岡本研作、料治敬一、坂本万明、佐藤　淳、佐藤克明、佐藤　理、高島克忠、髙戸　裕、滝村正人、
玉理博士、土倉修治、藤南一朗、土佐直樹、椿原彰夫、塚田英之、釣井時和、内田耕太郎、植木　巍、脇本修平、籔内末男、
山本陽一、山下光生、安井昭夫、吉本豪之
羽尾　務

倉吉RC
鳥取RC

鳥取中央RC

境港RC

米子東RC
大社RC

井原RC
笠岡RC
倉敷RC

倉敷南RC

ポリオプラスにご寄付いただいた方々
油野利博、芦谷　茂、安住庸雄、馬場　進、藤川昭夫、藤縄匡伸、福嶋登美子、船本源司、英　義人、星見清晴、池内勝彦、
今井陸男、石谷暢男、城　健一郎、甲斐英則、金坂弘一、木俣信行、岸本信一、小原隆三、幸田伸一、久保真人、倉下光明、
松本宏思、松浦　広、宮原義之、中村碩男、西谷佳和、西田良平、野口稔浩、荻原誉康、大村匡由、尾﨑　繁、嶋田耕一、
四宮佑一、塩　宏、杉山長毅、住川英明、小田橋昭仁、高橋哲夫、木下裕之、竹内ひとみ、谷口譲二、谷口麻有子、
谷本光正、豐島良太、高須幸敏、植木壽一、若本憲治、山岸晃浩、山岸正明、山本康雄、米原正明、吉田友和、小谷文夫、
中谷浩輔、土江征典、矢野弘之
松本祐二
荒井一郎、有本　薫、中條新次郎、藤井和彦、福圓良子、後藤康郎、星合豪輝、池本敏朗、伊勢﨑　創、石原伊知郎、
甲矢了二、梶田博嗣、亀川芳紀、雷門喜助、河村まどか、紀井正道、木村宏造、木下洋司、小松正和、駒澤　勝、
近馬俊二、小山末廣、黒原崇正、正務照佳、松井正之、森　泰司、向井厚信、村上彩子、長﨑信行、中村誠志、大饗　守、
岡本達也、岡本富美子、阪本文雄、佐藤苔助、清水　猛、杉浦俊太郎、田口敏雅、高森謙二郎、武元誠治、谷口貴久、
徳永夕子、役重典之、山本　純、山本　寿、安井元子、吉本　正、吉村武司、吉村淳子、吉延四郎

鳥取RC

益田西RC
備前RC

クラブポリオプラス寄付
　 41.67ドル
2,166.05ドル（100万ドルの食事、チャリティオークション）

鳥取RC
境港RC

925.00ドル鳥取中央RC

荒井一郎、有本　薫、中條新次郎、藤井和彦、福圓良子、後藤康郎、星合豪輝、池本敏朗、伊勢﨑　創、石原伊知郎、
甲矢了二、梶田博嗣、亀川芳紀、雷門喜助、河村まどか、紀井正道、木村宏造、木下洋司、小松正和、駒澤　勝、
近馬俊二、小山末廣、黒原崇正、正務照佳、松井正之、森　泰司、向井厚信、村上彩子、長﨑信行、中村誠志、大饗　守、
岡本達也、岡本富美子、阪本文雄、佐藤苔助、清水　猛、杉浦俊太郎、田口敏雅、高森謙二郎、武元誠治、谷口貴久、
徳永夕子、役重典之、山本　純、山本　寿、安井元子、吉本　正、吉村武司、吉村淳子、吉延四郎
児島道浩、大森達也、鳥居　滋、吉野夏己
藤原健補、原口正行、橋本　勝、入江　修、木口浩一、古村晴司、近藤章浩、小西英昭、源　真典、森田富士子、難波俊弘、
野崎隆司、大原利憲、坂本眞一、佐藤洋子、妹尾直人、塩出純二、塩谷健吾、冨岡昌俊、柳井基邦、吉田篤司
阿部公明、藤井雅司、服部恒雄、尾田　稔、大島愿恭
秋山裕一、藤澤敏典、藤原眞人、伏見　正、春田明俊、畑野比呂美、廣田康孝、本徳智英、堀　敬夫、井村　誠、井上　勲、
岩田光弘、河合智哉、桔梗博充、小橋祐治、小林和義、小林孝一郎、古南倫子、近藤和二、小山敏章、黒岩晃一、楠本俊憲、
松原龍之、松本宣秀、松下典裕、三村元博、森　英文、永谷博志、西垣和三郎、岡本匡史、小野　稔、大西哲夫、太田英利、
大内皓雄、尾坂　功、坂本裕平、佐々木翔平、佐藤弘一、椎原裕二、末吉周平、田口一子、竹下俊彦、十鳥圭祐、内山一三、
上田泰輔、和田治郎、安村　勲、安永幸賢、吉開文彦

備前RC

岡山東RC
岡山旭川RC

牛窓RC
岡山西南RC

先月号の追記・訂正とお詫び

地区だより1 月号、2 月号に下櫛の誤りがありましたので訂正
してお詫び申し上げます。

〈1月号〉P5.ロータリー財団への寄付
クラブ年次寄付　笠岡東RC…150ドル（100万ドルランチ）

〈2月号〉P12. 出雲RC　12月末会員数　48名 → 47名
　12月末増減 0名 → ▲1名
　倉吉中央RC　内女性会員数4名→5名　計7グループ計13名
　地区クラブ内の状況　2015年12月末会員数　3,111名 → 3,110名
　内女性会員数156名 → 157名　  純増 70名 → 69名

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

大岡哲男
美作RC

逝去日／2016年1月10日
享　年／81
入会日／1970年7月1日

石原昭二郎
浜田RC

逝去日／2016年1月14日
享　年／88
入会月／1975年12月
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深井豊久
岡山後楽園RC

3

丸山夏樹
岡山後楽園RC

3

芝田堅志
岡山後楽園RC

2

鳥越貞成
岡山後楽園RC

1

米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

小仁井堅一
岡山城RC

真邉和美
岡山南RC

永東康文
米子RC

早原弘之
米子RC

4 2

岡田　端
境港RC

3 6 2

ク ラ ブ 普 通 寄 付
倉吉中央RC、倉吉東RC、鳥取RC、鳥取中央RC、鳥取西RC、境港RC、松江RC、松江東RC、松江南RC、平田RC、出雲RC、大社RC、江津RC、
浜田RC、井原RC、笠岡RC、笠岡東RC、児島RC、児島東RC、倉敷RC、倉敷中央RC、倉敷南RC、倉敷水島RC、倉敷瀬戸内RC、美作RC、
津山中央RC、津山西RC、赤磐RC、備前RC、岡山RC、岡山東RC、岡山北西RC、岡山後楽園RC、岡山北RC、岡山南RC、玉野RC、牛窓RC、
岡山備南RC、岡山城RC、岡山岡南RC、岡山丸の内RC、岡山西RC、岡山西南RC

ク ラ ブ 特 別 寄 付
102,500 円（新会員寄付）出雲RC

特別寄付をいただいた方々
足立統一郎、藤瀬秀親、福嶋法爾、浜田一哉、浜田貴稔、北國惠久、細田淑人、堀田　收、市場和志、井田征二郎、
門永武志、門脇武志、柏木晴夫、川端　広、川田一郎、木村正明、小林　哲、小板勇次、小徳賢司、九重雅彦、黒田　耕、
前根伸彦、真野直行、増谷立夫、松井尚成、松本勝志、松本　正、松本雄次、三輪昌輝、村山尚史、中田耕治、岡空晴夫、
酒井　英、酒井博淳、坂本靖夫、瀬戸良三、庄司尚史、田淵英志、田口孝志、高浪秀紀、田中幸雄、谷田真基、内田幸二、
渡邉将利、渡辺　昇、渡邉俊裕、八木橋柳一、山﨑康史
児島正和
赤畠　健、赤木　匠、秋定　健、秋山義信、土井基之、藤本隆志、福光富則、福島正春、池上　孝、居森正而、川本平山、
小坂和也、小山幹雄、國貞繁樹、松井浩明、宮﨑雅史、中村淳一、中村善一、岡本営松、大角雄三、大手悟郎、大塚康吉、
末光　茂、髙原弘海、高山雅之、田邊敬三、谷本光音、内山満義、内海睦雄、吉田啓一、由良眞言、古和　聡
赤田明美、濵田誠二、猪木健二、金田栄三、桝谷公登、三宅雅宣、豊田栄治、吉井良治

境港RC

岡山東RC
岡山後楽園RC

岡山岡南RC

ク ラ ブ 年 次 寄 付
1,777.00 ドル
1,166.67 ドル

225.00 ドル
220.00 ドル

（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）
（その他）
（ミリオンダラーミール）

鳥取RC
境港RC
平田RC
笠岡RC

190.00 ドル
54.00 ドル

950.00 ドル

（ミリオンダラーミール）
（クラブ特別寄付）
（財団 BOX）

笠岡東RC
倉敷南RC
倉敷瀬戸内RC

年次寄付にご寄付いただいた方々
山崎一彰
油野利博、芦谷　茂、安住庸雄、馬場　進、藤川昭夫、藤縄匡伸、福嶋登美子、船本源司、英　義人、星見清晴、池内勝彦、
今井陸男、石谷暢男、城　健一郎、甲斐英則、金坂弘一、木俣信行、岸本信一、小原隆三、幸田伸一、久保真人、倉下光明、
松本宏思、松浦　広、宮原義之、中村碩男、西谷佳和、西田良平、野口稔浩、荻原誉康、大村匡由、尾﨑　繁、嶋田耕一、
四宮佑一、塩　宏、杉山長毅、住川英明、小田橋昭仁、高橋哲夫、木下裕之、竹内ひとみ、谷口譲二、谷口麻有子、
谷本光正、豐島良太、高須幸敏、植木壽一、若本憲治、山岸晃浩、山岸正明、山本康雄、米原正明、吉田友和、小谷文夫、
中谷浩輔、土江征典、矢野弘之
安陪幸伸、荒田潤之介、藤田泰央、浜田重喜、平田奏一郎、影井喜代次、亀井　長、川居　亘、岸野　優、駒井重忠、
熊田一隆、真嶋　茂、増田朋和、松下光昭、道田章仁、森原　強、森本雅義、森下和人、村上泰亮、中川琢三、西垣藤雄、
西垣佳則、小椋智好、大佐古弘之、佐々木知啓、田中　清、谷岡　浩、植田史郎、宇野次典、若松道明、山本哲己、
山根　勝、横山秀樹、吉田　修
福嶋法爾、北國惠久、堀田　收、柏木晴夫、川田一郎、小林　哲、黒田　耕、松井尚成、松本　正、三輪昌輝、中田耕治、
酒井　英、酒井博淳、庄司尚史、田淵英志、内田幸二、細田淑人、市場和志、門永武志、渡辺将利、渡辺　昇、渡辺俊裕、
山﨑康史
井上雄介、永島清孝、杉本真吾、梅田整一
福間邦夫、石田晴吾、岩永邦夫、岩成健治、金山冶正、川上好之、北島清秀、北島建孝、小池隆男、 洪　淳永、前島健二、
室家隆一、中島孝晃、中島雄三、西尾　崇、小田川博俊、千家尊祐、曽田利広、手銭正之、手銭盛隆、上野良亮、山崎茂樹、
吉田博晴、吉川良一、岩石秀一、加藤幹夫、小池　浩、森山信雄、小川美樹、和田晶夫、渡部卓史、山根俊二、渡部　稔、
川角直人、竹並一人、草谷ちあき、小田基明、春日英寿、廣澤　努、鶴見純平、石部厚夫、野村広子、林　孝宣、松浦克美、
山崎充史、大隅正弘、田邊達也、石田　健、木村健治、高橋　豊、小村淳浩、成相智久、山本成二、錦織和雄、糸賀　巧
安達精治
西井保行
相田俊夫、秋宗幸博、秋岡秀典、秋田修一、秋山進彦、新井達潤、浅野泰司、藤木敏嗣、藤原　鎮、藤原威信、深田一弘、
布川　清、原　浩之、原　武治、原　由憲、原田一行、長谷川　修、橋本　譲、平木章夫、平松晃弘、堀　裕文、
星島和一郎、伊木勝道、井上正義、井上峰一、岩井　清、梶川義海、垣内敏彦、鴨井尚志、鴨井恒夫、河本茂樹、剱持　一、
木村世紀、木下広志、木谷臣往、小林清彦、國安重夫、櫛田修平、櫛　整、正吉豊久、松本勝治郎、三櫛博史、三宅正櫛、
森　正博、森田昭一郎、室山泰一、虫明　優、長原敏明、長山滋生、中村英明、中村公彦、中藤歳浩、中山雅司、楢村　徹、
西岡眷心、小笠原敬三、小野正晃、大賀弘章、大濱宏一、大原あかね、大原謙一郎、大橋紀寛、大久保憲作、大野彰夫、
岡裕二郎、岡田卓也、岡本研作、料治敬一、坂本万明、佐藤　淳、佐藤克明、佐藤　理、高島克忠、髙戸　裕、滝村正人、
玉理博士、土倉修治、藤南一朗、土佐直樹、椿原彰夫、塚田英之、釣井時和、内田耕太郎、植木　巍、脇本修平、籔内末男、
山本陽一、山下光生、安井昭夫、吉本豪之
羽尾　務

倉吉RC
鳥取RC

鳥取中央RC

境港RC

米子東RC
大社RC

井原RC
笠岡RC
倉敷RC

倉敷南RC

ポリオプラスにご寄付いただいた方々
油野利博、芦谷　茂、安住庸雄、馬場　進、藤川昭夫、藤縄匡伸、福嶋登美子、船本源司、英　義人、星見清晴、池内勝彦、
今井陸男、石谷暢男、城　健一郎、甲斐英則、金坂弘一、木俣信行、岸本信一、小原隆三、幸田伸一、久保真人、倉下光明、
松本宏思、松浦　広、宮原義之、中村碩男、西谷佳和、西田良平、野口稔浩、荻原誉康、大村匡由、尾﨑　繁、嶋田耕一、
四宮佑一、塩　宏、杉山長毅、住川英明、小田橋昭仁、高橋哲夫、木下裕之、竹内ひとみ、谷口譲二、谷口麻有子、
谷本光正、豐島良太、高須幸敏、植木壽一、若本憲治、山岸晃浩、山岸正明、山本康雄、米原正明、吉田友和、小谷文夫、
中谷浩輔、土江征典、矢野弘之
松本祐二
荒井一郎、有本　薫、中條新次郎、藤井和彦、福圓良子、後藤康郎、星合豪輝、池本敏朗、伊勢﨑　創、石原伊知郎、
甲矢了二、梶田博嗣、亀川芳紀、雷門喜助、河村まどか、紀井正道、木村宏造、木下洋司、小松正和、駒澤　勝、
近馬俊二、小山末廣、黒原崇正、正務照佳、松井正之、森　泰司、向井厚信、村上彩子、長﨑信行、中村誠志、大饗　守、
岡本達也、岡本富美子、阪本文雄、佐藤苔助、清水　猛、杉浦俊太郎、田口敏雅、高森謙二郎、武元誠治、谷口貴久、
徳永夕子、役重典之、山本　純、山本　寿、安井元子、吉本　正、吉村武司、吉村淳子、吉延四郎

鳥取RC

益田西RC
備前RC

クラブポリオプラス寄付
　 41.67ドル
2,166.05ドル（100万ドルの食事、チャリティオークション）

鳥取RC
境港RC

925.00ドル鳥取中央RC

荒井一郎、有本　薫、中條新次郎、藤井和彦、福圓良子、後藤康郎、星合豪輝、池本敏朗、伊勢﨑　創、石原伊知郎、
甲矢了二、梶田博嗣、亀川芳紀、雷門喜助、河村まどか、紀井正道、木村宏造、木下洋司、小松正和、駒澤　勝、
近馬俊二、小山末廣、黒原崇正、正務照佳、松井正之、森　泰司、向井厚信、村上彩子、長﨑信行、中村誠志、大饗　守、
岡本達也、岡本富美子、阪本文雄、佐藤苔助、清水　猛、杉浦俊太郎、田口敏雅、高森謙二郎、武元誠治、谷口貴久、
徳永夕子、役重典之、山本　純、山本　寿、安井元子、吉本　正、吉村武司、吉村淳子、吉延四郎
児島道浩、大森達也、鳥居　滋、吉野夏己
藤原健補、原口正行、橋本　勝、入江　修、木口浩一、古村晴司、近藤章浩、小西英昭、源　真典、森田富士子、難波俊弘、
野崎隆司、大原利憲、坂本眞一、佐藤洋子、妹尾直人、塩出純二、塩谷健吾、冨岡昌俊、柳井基邦、吉田篤司
阿部公明、藤井雅司、服部恒雄、尾田　稔、大島愿恭
秋山裕一、藤澤敏典、藤原眞人、伏見　正、春田明俊、畑野比呂美、廣田康孝、本徳智英、堀　敬夫、井村　誠、井上　勲、
岩田光弘、河合智哉、桔梗博充、小橋祐治、小林和義、小林孝一郎、古南倫子、近藤和二、小山敏章、黒岩晃一、楠本俊憲、
松原龍之、松本宣秀、松下典裕、三村元博、森　英文、永谷博志、西垣和三郎、岡本匡史、小野　稔、大西哲夫、太田英利、
大内皓雄、尾坂　功、坂本裕平、佐々木翔平、佐藤弘一、椎原裕二、末吉周平、田口一子、竹下俊彦、十鳥圭祐、内山一三、
上田泰輔、和田治郎、安村　勲、安永幸賢、吉開文彦

備前RC

岡山東RC
岡山旭川RC

牛窓RC
岡山西南RC

先月号の追記・訂正とお詫び

地区だより1 月号、2 月号に下櫛の誤りがありましたので訂正
してお詫び申し上げます。

〈1月号〉P5.ロータリー財団への寄付
クラブ年次寄付　笠岡東RC…150ドル（100万ドルランチ）

〈2月号〉P12. 出雲RC　12月末会員数　48名 → 47名
　12月末増減 0名 → ▲1名
　倉吉中央RC　内女性会員数4名→5名　計7グループ計13名
　地区クラブ内の状況　2015年12月末会員数　3,111名 → 3,110名
　内女性会員数156名 → 157名　  純増 70名 → 69名

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

大岡哲男
美作RC

逝去日／2016年1月10日
享　年／81
入会日／1970年7月1日

石原昭二郎
浜田RC

逝去日／2016年1月14日
享　年／88
入会月／1975年12月



　日本に住むわれわれは「湯水のごとく…」に代表さ
れるように、安全な飲料水は自由に手に入るものと考
えていますが、世界では汚染された水が原因で命を
落とす子どもたちの数は一日に３千人とも５千人とも
いわれています。これは年間にすると、100万人を超
える子どもたちが汚染された水によって死亡している
ことになります。この原因として、下水や汚染タンクが
備えられていないトイレから、井戸水や飲料水源が病
原菌に汚染されることに問題があるとされます。世界
にはきれいな飲み水が得られない人は８億人弱、十
分な衛生設備を利用できない人々は25億人いるとい
われています。この現実を目の前にして、井戸を掘る
ことや、雨水を保存する設備や、下水や汚水タンクを
完備したトイレ等の設備そのものを設置する奉仕が
ロータリアンに期待されていますが、同時に現地で手
洗い習慣の定着運動や設備の正しい整備・維持方法

を理解してもらう教育活動も重要となります。これら
のハードとソフトの双方がそろって初めて、安全な飲
み水が確保できるようになります。このような観点で、
RIでは“水と衛生”を６つの重点項目の一つに挙げて
います。
　当地区でも、複数のロータリークラブがアフリカや
その他の発展途上地域に井戸や上水道施設を設置し
たり、地区が南太平洋の孤島に雨水による上水設備
を寄贈したことなど、世界の恵まれない地域で水と衛
生環境改善のための国際奉仕を実施し、対象地域に
大きな貢献をしたことはまだ記憶に新しいところです。
　RIのHPによると、2011年に米国ウェストポートRC
のトニー・リッジオ会員は地元の青少年を引率して中
南米エクアドル中部の上水道のない地域を訪問し、
他の団体と協力して1.5㎞離れた水源地からパイプラ
インを引いて上水道を完成させました。これによって、
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村の女性たちは毎日の水くみから解放され、日常生活
の質が大幅に改善されたそうです。
　また、アフリカのガーナ西部にあるスンヤニのロー
タリアンとカナダのロータリアンが、ロータリー財団の
グローバル補助金を利用して、スンヤニの小学校にト
イレと手洗い場を、また地域の市場に公衆トイレを
作ったことが報じられています。市場には多くの人々
が集まりますが、それまではトイレがなく屋外で用を
足していたので、その結果、排泄物によって上水源が
汚染され赤痢や下痢や他の伝染病が流行っていまし
た。学校ではトイレと手洗い場を活用して衛生設備の
重要性を教育する一方、多くの人が集まる市場へのト
イレ設置が上水の汚染を防ぐことを可能とし、地域の
衛生環境が著しく改善したそうです。また、この地域
ではロータリーの支援によって水道施設も整備されて

おり、子どもたちが毎朝の水くみから解放されたことで、
遅刻しないで学校へ通えるようになりました。
　最近“水と衛生のロータリアン行動グループ
（WASRAG）”が活発に活動しており、毎年このテーマ
でのサミットを開催する他、世界中の発展途上の各地
域で設備の設置と衛生教育を積極的に進めており、
RIもその活動を支援しています。WASRAGの活動状
況や世界中のロータリアンへの啓発活動などは、RI
やWASRAGのHPに詳しく説明されていますので、ご
覧になってください。
　地区内のロータリアンの皆さまにも、ぜひ“水と衛
生”の重要性・緊急性をご理解いただいて、「奉仕の
理念」を実践する温かいGIFTになっていただくようお
願いいたします。
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クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 1 月末 内女性会員 増減

第
1
グ
ル
ー
プ

智 頭 83.33 73.33 3 10 10 0 0
倉 吉 96.43 80.36 4 57 58 2 1
倉 吉 中 央 82.00 69.00 4 23 25 2 2
倉 吉 東 94.44 79.71 4 43 45 4 2
鳥 取 99.58 80.25 4 58 61 3 3
鳥 取 中 央 83.75 83.75 2 39 40 0 1
鳥 取 北 85.26 82.11 4 49 49 5 0
鳥 取 西 78.80 72.83 4 48 46 0 ▲ 2

計（８） 87.95 77.67 ─ 327 335 16 7

第
2
グ
ル
ー
プ

境 港 89.90 77.74 4 41 49 0 8
米 子 80.29 62.02 3 65 71 3 6
米 子 中 央 82.89 76.81 4 39 38 2 ▲ 1
米 子 東 74.57 67.49 4 100 102 7 2
米 子 南 85.96 71.93 3 59 61 3 2

計（５） 82.72 71.20 ─ 304 321 15 17

第
3
グ
ル
ー
プ

松 江 92.83 74.39 4 64 70 0 6
松 江 東 91.80 81.56 4 62 63 1 1
松 江 南 91.20 79.67 2 65 66 4 1
松江しんじ湖 90.63 65.82 3 56 55 9 ▲ 1
隠 岐 西 郷 96.83 73.02 3 23 22 0 ▲ 1

計（５） 92.66 74.89 ─ 270 276 14 6

第
4
グ
ル
ー
プ

平 田 82.26 76.42 3 45 45 2 0
出 雲 82.22 68.89 2 48 48 3 0
出 雲 中 央 75.00 68.48 2 46 46 3 0
出 雲 南 94.14 78.52 4 64 64 7 0
大 社 73.16 71.05 4 47 55 2 8

計（５） 81.36 72.67 ─ 250 258 17 8

第
5
グ
ル
ー
プ

江 津 83.82 76.87 4 37 36 2 ▲ 1
浜 田 88.11 77.33 4 55 57 1 2
益 田 98.44 81.25 4 18 16 1 ▲ 2
益 田 西 89.81 73.15 4 28 27 2 ▲ 1
大 田 86.21 83.62 4 30 30 4 0

計（５） 89.28 78.44 ─ 168 166 10 ▲ 2

第
6
グ
ル
ー
プ

井 原 76.28 70.51 4 41 43 2 2
笠 岡 95.29 87.57 4 50 50 0 0
笠 岡 東 96.58 88.89 3 39 40 1 1
新 見 81.52 73.91 4 24 23 2 ▲ 1
総 社 88.19 81.60 4 35 34 6 ▲ 1
総社吉備路 83.33 83.33 3 32 34 2 2
高 梁 86.23 80.84 4 43 43 1 0
玉 島 88.54 88.54 4 26 26 1 0

計（８） 87.00 81.90 ─ 290 293 15 3

クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 1 月末 内女性会員 増減

第
7
グ
ル
ー
プ

児 島 81.82 61.36 3 27 33 1 6
児 島 東 100.00 94.34 3 20 18 0 ▲ 2
倉 敷 99.11 80.36 4 86 90 1 4
倉 敷 中 央 77.78 77.78 3 13 15 5 2
倉 敷 東 96.05 89.47 2 38 41 3 3
倉 敷 南 95.45 72.20 4 53 55 2 2
倉 敷 水 島 82.61 72.73 4 20 22 0 2
倉敷瀬戸内 83.33 79.63 3 39 38 2 ▲ 1

計（８） 89.52 78.48 ─ 296 312 14 16

第
8
グ
ル
ー
プ

真 庭 83.02 77.36 3 35 37 0 2
美 作 80.80 80.80 4 34 33 1 ▲ 1
津 山 69.34 64.18 4 87 89 3 2
津 山 中 央 86.11 76.39 3 25 25 2 0
津 山 西 81.11 77.53 3 32 32 5 0

計（５） 80.08 75.25 ─ 213 216 11 3

第
9
グ
ル
ー
プ

赤 磐 80.56 62.86 3 12 12 0 0
備 前 67.67 62.80 4 57 58 8 1
岡 山 88.11 74.36 4 106 107 0 1
岡 山 東 91.08 84.88 4 96 97 0 1
岡 山 北 西 89.02 79.88 3 54 58 3 4
岡山後楽園 81.13 67.92 4 52 53 0 1

計（６） 82.93 72.12 ─ 377 385 11 8

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 75.89 66.10 4 24 23 2 ▲ 1
岡 山 中 央 76.74 61.48 4 38 36 2 ▲ 2
岡 山 北 91.46 75.00 4 36 41 1 5
岡 山 南 83.60 71.50 4 155 162 16 7
玉 野 88.20 79.17 4 35 37 0 2
牛 窓 70.00 70.00 2 5 5 0 0

計（６） 80.98 70.54 ─ 293 304 21 11

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 88.18 83.18 4 33 33 2 0
岡 山 城 95.00 84.81 3 24 27 1 3
岡 山 岡 南 84.54 66.32 4 29 26 3 ▲ 3
岡山丸の内 78.92 67.88 4 41 42 2 1
岡 山 西 80.00 66.18 3 69 74 4 5
岡 山 西 南 88.26 77.46 4 57 56 3 ▲ 1

計（６） 85.82 74.31 ─ 253 258 15 5

クラブ数 6 7 R C
2015 年 7 月 1 日会員数 3 , 0 4 1 名
2016 年 1 月末会員数 3 , 1 2 3 名
内　女性会員数 1 5 9 名
純増 8 2 名

1 月出席率 Make-up 後　　　8 5 . 7 4 ％
ホームクラブ　　　7 5 . 6 5 ％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況

出 席 報 告 （2016年 1月）


